
水
侯
若
公
式
残
寓
五
十
年
に

当
た
り
、
愁
●
な
公
害
を
操
り
遠
き
な

い
こ
と
を
客
約
す
る
決
と
秦

行
政
が

公
書

の
原
点

と
さ
れ

る
水

侯
痛
を
公
式

に
お
Ｂ
し

て
か
ら
、
五
十
年

の
節

目
を
迎
え

た
。
本
院

は
、

水

摂

痛
と

い
う

来

含
有

の
公
書

の
犠
牲

に
な

り
、
導

い
生
命

を
亡

く
さ

れ
た
方

々
に
心

か
ら
追
様

の
Ｂ

を
持

げ

る
と

と

も

に
、

雰
さ

れ

た
ご

述
族

の
差

し
み
、
今
な

お
口
清

の
な

か

に
あ

る
な

害
者

と

そ

の
ご
宗

藤

の
苦

清

と
吉
難

に
滉

く

思

い
を
ま
す

も

の
で
あ

る
。

平
成

十

六
年

十

月

に
出

さ

れ
た
水

優
病

関

西
析
松

の
最
高

残
判
決

は
、
日

及
ど

緯
本
来

に
水
侯
粛

校
書

の

拡

大

の
不
作

あ

の
本
法

行

為
責
任
を

Ｂ

め
、

担
書
購

な

の

一
部

に

つ
い
て
責
任
を

負
う

こ
と

を

召
定

し
た
。

政

府

は

こ

の
判

決

を
壊
オ

に
受

け

止
め
、

平
虚
七
年

の
政
治
解

決

及
び
水
傑
清

発

生

か
ら
今

日
に
至

る
五
十

年

以

上

の
こ

津

の
申

で
、

長

き

に
わ

た

り

と

身

の
音

労

を

辞

え

忍

ん

で

こ
ら
れ

た

す

べ

て

の
水

侯

お

枝

書

を

の
方

々
が

、

地

孝

社

会

の
理
年

の
中

で
各

や

か

で
安

心

を

暮

ら

し
を

送

れ

る
よ

う

、

田
係

地
方

公

共

団

体

と

鶴

力

し
な

が

ち
、

水

侵
力

対
策

を
お

実

、

か

つ
、

様

合
的

に
実
法

す

べ
き

で
あ

る
。

本

院

と
、

水

長

君

公

式

強

呂

五
十

年

の
節

目

に
当

た

り

、
水

優
病

の
悲

臣

を

貴

重

な

敬

コ
と

し

て
除

産

に

学

び

、

我

が

国

の

岳
境

ま

策

の

一
層

の
進

展

を
目

る
と

と

も

に
、

こ

の
本

換
清

の
強

ヨ
を

世

界

に

舞
借

し

て

い
く

こ
と

の
重

要

性
を

あ

ら

た

め

て
お

程

し
、

こ

の
よ

う

な

悲
●

な

公
書

を
決

し

て
再

び
操

り
遍

さ

な

い
決

意

を

こ

こ
に
表

現

す

る
。

有

決

善

す

る
。



ホ
候
病
公
式
球
軽
二
十
年
に
当
た
り
、
速
様
な
公
害
を
体
う
返
き
な
い
こ
と
を
誓
的
す
る
決

右
の
議
案
を
提
出
す
る
。

平
成
十
八
年
四
月
二
十
四
日
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者
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